
東日本大震災から
もうすぐ５年…

　三重県が実施した「防災に関する県民意識調査」の結果では、平成25
年から平成27年にかけて、県民の防災意識の低下が顕著に表れていま
す。市では、総合防災訓練の実施や「かめやま出前トーク」での防災意識
の啓発などを通じて、今後も災害に強いまちづくりを進めていきます。
　今回は、震災から４年半あまりが経過した今も、東北被災三県産品に
対する風評被害が少なからず残っているとの情報もあり、このイメー
ジを払拭するために被災三県の取り組みを紹介します。
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＜被災三県の取組紹介＞

福
島
県

　福島県の市町村は、今日も、東日本
大震災からの復興に全力で取り組ん
でいます。私たち福島県民にとって何
よりうれしいのは、全国の皆さんに今
の「がんばる福島県」を素直に観て、食
べて、飲んで、買って、ふれあって、笑
顔の輪を広げていただくことです。こ
れまでのご支援に心より感謝申し上
げますとともに、変わらぬ応援をよろ
しくお願いします。

福島県市長会長
相馬市長　立谷秀清
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　東日本大震災に係り、全国の皆様から
温かいご支援を賜り感謝申し上げます。
ご支援により復興しつつある宮城県内
各地に足をお運びいただき、是非とも豊
富な食材や自然、温泉、歴史など各市の
魅力を存分に楽しんでいただきたいと
思っております。皆様に安心して旅を楽
しんでいただけるようおもてなしをす
ることが、更なる復興の励みとなります
ので、今後も応援をお願いいたします。

宮城県市長会長
仙台市長　奥山恵美子

岩
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県

　東日本大震災津波からの復興にあたっ
ては、全国の皆様から多くのご支援と励ま
しを賜り、心から感謝申し上げます。岩手
県では、平成28年に復興の架け橋として
「希望郷いわて国体・希望郷いわて大会」を
開催します。全国の皆様に、ご来県いただ
き、岩手の魅力を知って、買って、食べてい
ただくことが、復興の大きな力となりま
す。今後とも、岩手の復興への歩みと地域
活性化に応援をお願いいたします。

岩手県市長会長
盛岡市長　谷藤裕明

問合先　企画総務部危機管理局危機管理室（☎84－5035）

特集２  震災からの復興に向けて
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